




地形・地質データより推定した相模トラフ沿いの地震の
発生間隔の頻度分布図。平均値を赤太線、発生幅の
中点で評価した場合の発生間隔を短い橙太線、発生
間隔の68%及び95%の信頼区間を濃緑破線及び薄緑破
線で示す。

シミュレーションにより求められた時系列の発生間隔の頻度分布。左が霧多布湿原、右
が藻散布沼のデータから求めた分布を表す。縦に入っている緑の破線が図4-18 で描
かれている最頻値の値、水色の破線がイベントが±1σの中央で発生したと仮定したと
きの地震発生間隔の値を示す。

地形・地質データより求めた、相模トラフ沿いの地
震の30 年確率の頻度分布図。確率値の68%及び
95%の信頼区間を濃緑破線及び薄緑破線で示す。

今後30 年間に超巨大地震（17 世紀型）が発生する確率の分布。横軸が30 年の発
生確率、縦軸がその頻度を示す。95%の信頼区間を青の点線で示してある。左が
霧多布湿原、右が藻散布沼のデータから求めた分布を表す。

今後30 年間に超巨大地震（17 世紀型）が発生する確率の時間変化の一例。
シミュレーションによりパラメータ（平均発生間隔（μ）とばらつき（α））を多数
設定しているため、本来、多様な曲線を描くことができるが、上図は最頻値
（霧多布μ=375年,α=0.49、藻散布μ=337年,α=0.79）（図６の▲印）を使用し
た。また評価（2017年1月1日）時点の経過時間を縦点線で表してある。

今後30 年間に相模トラフのM8クラスの地震が発生する確率の時間変化。
2014.1.1（現在）の時点で90年経過でも緩やかな上昇を示す。赤線が青
線に比べ緩やかなのは、αが大きいため。歴史地震(4地震）では160年
経過で、急激に上昇する。

今後30 年以内に超巨大地震（東北地方太平洋沖型）が発
生する確率の時間変化
赤実線は確率の中央値、濃緑破線及び薄緑破線は確率値
の68％及び95％の信頼区間を示す。縦の点線は2019年1月
1日時点を示す。

歴史・地質データより推定した発生間隔の頻度分布図
10万個の地震時系列を用い、各時系列で4 つの発生間隔が
あるため、計40万個のデータを用いている。赤実線は発生
間隔の中央値、濃緑破線及び薄緑破線は発生間隔の68％
及び95％の信頼区間を示す


